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Thesalinityandtemperatureofseawateraccordingtothedepthwasinvestigatedat
tenstationsonthel60oElongitudeintheseanearSolomonlsland・
Sedimentationpotentialinthesampleseawatercollectedatthosestationswasmea‐
suredinthelaboratorylater・However，sedimentationpotentiaｌｉｎｔｈｅｓｅａｗａｔｅｒｗａｓ
ｆｏｕｎｄｔｏｂｅｃｏｎｓiderablydifficulttomeasurebecauseofitssmallmagnitude・
Therefore，thesedimentation-potential-generatingapparatuswasimprovedtoincrease
thesedimentationpotentｉａｌｇｅｎｅｒａｔｅｄｉｎｔｈｅｓｅａｗａｔｅｒａｎｄｔｏｏｂｔａｉｎｂｅｓｔＳＮｒａｔｉｏａｔｉｎ‐
putterminalsofdetectingamplifire・
Theapparatuswasappliedtomeasurethesedimentationpotentialinll6samplesof
theseawater・

ＴｈｅｒｅsultsareshownintheTabletogetherwiththesalinityandtemperature．

２．海水の採取と観測

海水の採取と観測は図１に示すように，１６０．Ｅ線

1．まえがき

海水の無機および有機化学成分や特性を知る一つの

試みとして，昭和５２年度以降今日まで鹿児島大学水

産学部練習船敬天丸による調査を行い，錦江湾から沖

縄近海までの海水を採取し，その電気的特性や沈降電

圧（沈降係数）の測定を行ってきた')－６)．また，昭和

５６年度第一次「オセアニア海域の水陸総合学術調査」

に参加し，フイージ諸島近海の海水を採取し，同様の

測定を行い，この結果を報告した7)．しかし，これま

で得られた測定結果から，海水中に発生する沈降電圧

の値を十分正確に解明するには至らなかった．これは

海水による沈降電圧が微小なため高い精度で沈降電圧

を検出することが困難なためである．

今回昭和５７年度第二次「オセアニア海域水陸総合

学術調査」に参加し，ソロモン諸島近海の海水を採取

するとともに，各観測点での深度に対する水温と塩分

を測定した．この海水により沈降電圧を発生させ，そ

の値を測定するについては高い精度で測定できるよう

沈降電圧発生装置の改良を行った．この測定結果につ

いて報告する．

図１．海水の採取および観測点

海水の沈降電圧測定
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発生する．しかし，今まで使用していた沈降電圧発生

装置2)'4)では海水中に発生させた沈降電圧は微小なた

め高い精度の測定が困難であった．これは動電型加振

器（加振器）の加振力が１ｋ9重と小さく加振器の振

幅を大きくできなかったことと，検出増幅器の入力端

子でのＳ／Ｎを最良にするための検討が十分でなかっ

たことが原因として考えられる．このため加振器の加

振力を１０倍に強力にし，この加振力一定のもとで検

出増幅器の入力端子でのＳ／Ｎを最良にするため，測

定装置系全体に求められる条件を理論的に検討した．

この結果，測定容器にみたす海水の質量は海水をの

ぞく可動部分の全質量に等しくしなければならないこ

とが明らかとなった8)．この条件にできるだけ近づけ

るよう測定容器を設計した．この測定容器（外径１５

mm，長さ５０mm，厚み２mmのアクリルパイプ）と加振

●タグ
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上を６．Ｓから２．Ｎまで緯度1°ごとに①～⑩の観測点

を定めて行った②

各観測点での水温と塩分はケーブルの先端に取付け

られた温度および電導度測定センサーマウント部を電

動ウインチワイヤに吊下げ一定速度で海中に沈降させ，

センサーによる検出値をかごしま丸船上に装備されて

いるＳＴＤ記録計に送り連続的に測定を行った．

また，海水の採取はセンサーマウント部の回りに

１１個の採水器を取付け，あらかじめ定めた深度に達

したとき船上からボタン操作により採水器の蓋を１

個ずつ閉じて行った．この操作は一観測点につき，表

層から水深１５００ｍまでの深度の間で行った．

３．海水の沈降電圧測定

電解質溶液を加速度場におくと溶液中に沈降電圧が
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沈降電圧の測定結果
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力１０ｋ9重の加振器を用いて沈降電圧発生装置を製作

した．この結果，加振器の振幅は０．１５mｍ（Ｐ－Ｐ）よ

り0.75mｍ（Ｐ－Ｐ）に向上することができ，発生沈降

電圧を増大させて高い精度の測定が可能となった．

この装置を使用し海水により沈降電圧を発生させ，

その値を交流電位差計法により測定した．この場合発

生沈降電圧は標準電圧と差動的に加算され，入力変成

器を通して零点検出増幅器の入力端に加え，この出力

をシンクロスコープにより測定した．零点検出増幅器

にはロックインアンプを使用している．

測定結果はＳＴＤ記録計で測定した結果とともに表

１に示している．

４．測定結果および考察

表１に示すように，観測点①～⑩で，水温は表層

で２８℃～３０℃前後の混合水が存在し，その厚さは

約５０ｍとなっている．混合水は，一般に赤道から北

へ７°Ｎ付近まで１００ｍの厚さで存在し，この厚さは

南へ行くに従い次第に薄くなり，15.Ｓになると無く

なることが報告されている9)．今回の観測でこのこと

が確かめられた．水温躍層の中心は約１００～２００ｍ

の深さに存在し，躍層中心の水温はほぼ２０℃前後と

考えられることも明らかとなった．

また表１において，塩分の最高塩分値は１００～

200ｍ層で観測され３５%o台となっている．これは水

温躍層の中心とほぼ一致している．１００ｍ以浅の塩分

はほぼ同一で混合がよく行われていることを示してい

る．２００ｍ以深でも平均34.6%oとほとんど変化はみ

られない．

海水による沈降電圧は各観測点において，表層付近

の海水で最大の沈降電圧が得られ，深くなるに従いし

だいにその値は小さくなり１５００ｍで最小となる。最

小の沈降電圧は測定容器の電極間距離３５mm，加速度

1.064×104(cm/sec2)のもとで０．３１～0.33Ｗ（沈降

係数は8.32×10~１２～8.86×10~'2〔(V/c､)/(cm/sec2)〕）

の範囲にあることが明らかとなった．

このような結果が何に起因するのか，結論ずけるこ

とは測定資料が少ないこともあり困難である．今後と

も海水を採取する海域を拡大してさらに多くの海水を

採取し，海水による沈降電圧を明らかにしたい．
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